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本
日
、
社
団

　
　
　
　
　
　

法
人
安
芸
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

平
成
二
十
二
年
五
月
通
常
総
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
安
芸

高
田
市
市
長
、
浜
田
一
義
様
を

は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は

公
私
と
も
大
変
ご
多
用
の
中
ご

臨
席
を
賜
り
、
本
総
会
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

多
数
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛

大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の

事
業
実
績
を
見
て
み
ま
す
と
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
長

び
く
経
済
不
況
に
よ
る
影
響
で

公
共
、
民
間
、
一
般
家
庭
か
ら

の
受
注
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
対
比
で
受
注
件
数

五
七
四
件
の
減
、
受
託
額
は
、

二
千
五
百
万
円
も
減
と
な
り
、

世
界
金
融
危
機
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
厳
し
い
年
度
と
な
り

ま
し
た
。

　

更
に
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ

た
「
行
政
刷
新
会
議
」
に
よ
る

事
業
仕
分
け
に
お
い
て
厚
生
労

働
省
所
管
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
援
助
事
業
が
対
象
と
さ

れ
「
３
分
の
１
の
予
算
縮
減
」

を
内
容
と
す
る
厳
し
い
評
価
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
度
の
国
庫
補
助
金
は
、
前
年

度
よ
り
二
百
二
十
二
万
円
も
の

減
額
が
な
さ
れ
、
組
織
の
運
営

上
、
極
め
て
厳
し
い
財
源
難
を

き
た
し
、
甚
大
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
安
芸
高
田
市
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
市
財
政
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
の
充
実
な
ど
高
齢

法
の
理
念
を
尊
重
さ
れ
、
安
芸

高
田
市
が
、
高
齢
者
対
策
を
重

要
視
し
昨
年
度
と
同
額
の
補
助

金
の
決
定
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
に

「
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う

関
連
３
法
」
が
施
行
さ
れ
、
私

共
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
移
行
手
続
き
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
移
行
の
手
続
き

事
務
は
、
複
雑
で
難
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
理
事
会
や
移
行
検

　

平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
九

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
）
で
、
会
員
総
数
三
五
三
名

中
三
二
三
名
（
う
ち
委
任
状
一
二
四
名
）
の
出
席

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た

り
坪
井
克
己
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
来
賓
と

し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
浜
田
一
義
安
芸
高
田
市

長
、
藤
井
昌
之
市
議
会
議
長
、
児
玉
浩
広
島
県
議

会
議
員
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
川
角
会
員
を

議
長
に
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
提
案
さ
れ

た
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

他
七
件
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成22年度　通常総会

社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
坪 

井 

克 

己
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討
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
度
々

検
討
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
「
公
益
社
団
法
人
」

を
選
択
す
る
方
針
と
し
、
そ
の

理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
会

員
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
ご
説

明
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

本
日
の
総
会
に
関
係
す
る
議

案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
適
当
な
る
決
議
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
認
定
を
受
け
る
べ

き
申
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

不
況
で
経
済
状
況
の
厳
し
い

環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
客
様
と
働
く
会
員
の
双
方
に

満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
安

心
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地

域
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
安

芸
高
田
市
行
政
の
ご
支
援
と
ご

指
導
を
お
願
い
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
平

成
二
十
二
年
度
の
事
業
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

役職名 氏　名

理 事 長 坪 井 克 己

副理事長 実 方 政 義

副理事長 金 川 末 夫

常務理事 三 木 鐵 也

理 事 山 口 康 文

理 事 沖 田 一 夫

理 事 小 川 忠 昭

理 事 山 岡 正 子

理 事 行 友 　 勉

理 事 小 積 　 讓

理 事 藤 原 憲 司

理 事 中 川 隆 士

理 事 新 田 琢 磨

理 事 児　玉　征之助

理 事 三 戸 秀 世

理 事 渡 邉 徹 也

監 事 川 角 一 郎

監 事 兼 近 浩 三

役職名 氏　名
委 員 長 佐々木　　　博
副委員長 近 野 信 之
委 員 小 原 修 三
委 員 玉 川 康 男
委 員 佐々木　眞　三
委 員 宮 田 浩 之

総括地域委員会

専　門　部　会 役員（理事・監事）
平成22年６月１日現在（敬称略）

　※専門部会設置要綱第３条第２項により、理事長及び事務局長を含む。

役職名 氏　名
部 会 長 行 友　　 勉
副部会長 山 口 康 文
部 会 員 三 戸 秀 世

■総務部会

役職名 氏　名
部 会 長 中 川 隆 士
副部会長 渡 邉 徹 也
部 会 員 実 方 政 義
部 会 員 藤 原 憲 司

■事業部会

役職名 氏　名
部 会 長 山 岡 正 子
副部会長 小 積　　 讓
部 会 員 金 川 末 夫
部 会 員 新 田 琢 磨

役職名 氏　名
部 会 長 児　玉　征之助
副部会長 小 川 忠 昭
部 会 員 沖 田 一 夫

■福祉部会

■広報部会

役職名 氏　名
委 員 長 沖 田 一 夫
副委員長 宮 田 浩 之
委 員 三 戸 秀 世
委 員 中 川 隆 士
委 員 小 積　　 讓
委 員 近 野 信 之
委 員 小 原 修 三
委 員 玉 川 康 男
委 員 佐々木　眞　三
委 員 佐々木　　　博
委員（職員） 木 下　　 豊
委員（職員） 国　信　ゆりこ
委員（職員） 吉　野　美知子
委員（職員） 渡　辺　美智子

安全・適正就業委員会

役　員　名　簿

退
任
役
員

　

大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

理
　
事

　

渡 

邊 

幸 

雄 

さ
ん

総
括
地
域
委
員

　

信 

川 

敏 

夫 

さ
ん

互
助
会

　

津 

田 

壽 

司 

さ
ん

　

山 

本
　  

勝 

さ
ん
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五
月
二
十
九
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、「
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行
、
定
款
の
変
更
の
案
」

な
ど
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
に
つ
い
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
承
認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

い
よ
い
よ
公
益
社
団
法
人
を
目
指
し
、
認
定

の
申
請
手
続
き
に
移
る
訳
で
す
が
、
新
制
度
は

複
雑
、
難
題
な
内
容
な
も
の
で
書
類
は
二
十
種

類
に
も
お
よ
び
、
詳
細
か
つ
膨
大
な
認
定
申
請

添
付
書
類
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
厳
正
に
作
成

す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
る
た
め
に
は

①
定
款
の
変
更
の
案
の
内
容
が
、
一
般
法
人

法
お
よ
び
公
益
認
定
法
な
ど
に
基
づ
く
法

令
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

②
公
益
認
定
法
に
掲
げ
る
不
特
定
多
数
の
利

益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
。
又
、
同
法

に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

　

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は

法
令
に
基
づ
い
て
い
る
か
、
そ
の
妥
当
性
が
審

査
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

　

移
行
の
期
間
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
末

日
ま
で
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

先
般
の
会
員
総
会
で
申
請
手
続
き
に
必
要
な
書

類
の
承
認
の
決
議
が
機
関
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
極
力
早
い
時
期
に
移
行
の
認
定
申
請
書
、

添
付
書
類
を
作
成
し
、
広
島
県
知
事
（
広
島
県

公
益
認
定
等
審
議
会
）
に
提
出
し
、
審
査
を
受

け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

尚
、
新
制
度
に
関
わ
る
申
請
件
数
は
、
広
島

県
内
に
約
五
百
の
団
体
が
あ
り
、
こ
れ
の
審
査

に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
公
益
認
定
の
取

得
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
大
変
困
難
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
は
、
一

定
の
結
果
が
出
る
様
に
作
業
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
長　

三
木
鐵
也
）

甲田町地域会員会議　（平成22年３月18日）

　
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
選
択

― 

会
員
総
会
で
決
議 

―
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会
員
互
助
会
　
新
役
員

　
期
間
　
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
～

　
　
　
　
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

会
　
長
　
春
日
　
信
次
　
吉
田
支
部

副
会
長
　
佐
々
木
　
博
　
向
原
支
部

副
会
長
　
重
光
　
　
清
　
甲
田
支
部

副
会
長
　
宮
田
　
浩
之
　
高
宮
支
部

庶
務
会
計
　
飯
森
　
義
明
　
吉
田
支
部

幹
　
事
　
谷
口
美
千
男
　
吉
田
支
部

幹
　
事
　
西
川
　
俊
彦
　
甲
田
支
部

幹
　
事
　
高
広
　
四
六
　
美
土
里
支
部

幹
　
事
　
藤
槻
　
賢
三
　
八
千
代
支
部

幹
　
事
　
鈴
川
　
暢
章
　
向
原
支
部

幹
　
事
　
宮
田
　
浩
之
　
高
宮
支
部

�

（
副
会
長
兼
任
）

監
　
事
　
池
本
　
　
勉
　
高
宮
支
部

監
　
事
　
松
田
　
紀
雄
　
八
千
代
支
部

顧
　
問
　
坪
井
　
克
己
　
理 

事 

長

顧
　
問
　
行
友
　
　
勉
　
総
務
部
会
長

顧
　
問
　
三
木
　
鐵
也
　
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　

会
員
互
助
会
は

　
　
　
　
　
　

設
立
五
年
目
を
迎

　
　
　
　
　
　

え
、
役
員
体
制
の

刷
新
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
調
整

が
つ
か
ず
、
再
任
と
な
り
、
次
期

総
会
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
六
町
支
部
の
企
画

及
び
事
業
推
進
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
、研
修
会
、

親
睦
会
な
ど
友
好
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
き
た
事
に
対
し
、
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
日
、
市
の
高
齢
化
率
三
三
％

以
上
「
人
生
八
〇
年
時
代
」
と
言

わ
れ
る
長
寿
社
会
の
到
来
は
歓
迎

す
べ
き
現
象
で
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
方
で
「
生
き
る
望
み
が

な
い
」
と
訴
え
、
自
殺
を
ほ
の
め

か
す
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。「
広
島
い
の
ち
の
電
話
」
に

は
一
万
六
六
〇
五
件
の
相
談
（
〇

九
年
）、
五
年
で
約
二
倍
に
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
黄
信
号
は
身
体
の

不
調
、
う
つ
病
、
喪
失
感
や
意
欲

障
害
な
ど
。
こ
れ
が
進
行
す
る

と
、
自
殺
の
危
険
性
が
高
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
別
で

は
六
〇
代
以
上
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
世
代
は
、
心
身
の
健

康
と
生
き
甲
斐
の
創
出
こ
そ
が
重

要
。
長
い
人
生
で
培
わ
れ
た
知
識

と
経
験
で
地
域
社
会
の
活
性
化
に

努
め
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
健
全
な

推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

支部名 事　業　計　画

吉 田
６月12日　グラウンドゴルフ大会（延期）
10月中旬　グラウンドゴルフチャンピオン大会予選会
10月下旬　研修会、交流親睦会
11月上旬　グラウンドゴルフチャンピオン大会

甲 田
４月　　　お花見会
10月　　　グラウンドゴルフ大会
11月上旬　グラウンドゴルフチャンピオン大会
12月　　　親睦会

八千代

７月　　　八千代湖交流ボート大会
10月　　　グラウンドゴルフ大会
10月　　　ボランティア活動
11月　　　グラウンドゴルフ大会
11月上旬　グラウンドゴルフチャンピオン大会
12月　　　会員懇親会

美土里
10月13日　グラウンドゴルフ大会
11月16日　会員研修会、親睦会
平成23年２月３日　料理講習会

高 宮
８月３日　ボランティア活動
８月３日　第５回グラウンドゴルフ大会
12月３日　会員親睦研修会

向 原
８月　　　グラウンドゴルフ大会
10月　　　グラウンドゴルフ大会
平成23年１月　研修会、懇親会

平成22年度　事業計画
※各支部の事業計画は、次のとおりです。

みどり摘み前

剪定講習会　安芸高田市立甲立小学校　参加者40名　６／７（月）

刈払機取扱講習会　向原町ふるさと河原公園　参加者36名　４／13（火）

みどり摘み後

講
習
会

草
刈
り

・
剪
定

�

（
社
）安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　 

　
　

　
　
会
員
互
助
会
　
会
長
　
春
日
　
信
次
　
　

互助会



入会説明会、毎月15日
午後2時から

入会説明会、毎月15日

（土曜、日曜、祝祭日の場合はその翌日）

午後2時から

入会を希望される方は
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ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地
に
甚
大
な
被
害
の
爪
痕
を
残
し

ま
し
た
。

　

公
益
法
人
制
度
改
革
三
法
が
施
行
さ
れ
、
特
例
民
法

法
人
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
は
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
５
月
総
会
に
お
い
て
移
行
へ

の
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
認
定
申
請
書
の
作

成
や
諸
規
定
の
整
備
を
行
い
、
公
益
社
団
法
人
の
認
定

を
目
指
し
、
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

季
節
柄
、
体
調
に
気
を
つ
け
ら
れ
、
無
理
を
せ
ず
無

事
故
で
の
就
業
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

広
報
部
会
　

　

現
職
理
事
で
広
報
部
会
長
で
あ
っ
た

　

三
村　

喬
様
が
一
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

お悔やみ

○会員証について

　会員証の写真を撮りに来られていない方、
また、出来上がった会員証を取りに来られてい

ない方は本所、支所、出張所へおいでください。

○就業報告書の書き方
　就業報告書は必ず本人がボールペンで記入し

てください。間違った場合は二重線を引き、正

しい数字等を記入してください。月末まで就業

する場合は翌月の３日までに提出してくださ

い。

○お盆休みのお知らせ
　８月13日（金）～８月16日（月）まで事務局を

休みといたします。

　

安
全
適
正
就
業
委
員
会
を
七
月
九

日
に
開
催
し
、
委
員
長
に
沖
田
一
夫

会
員
、
副
委
員
長
に
宮
田
浩
之
会
員

が
選
出
さ
れ
次
の
と
お
り
事
業
が
決

定
し
ま
し
た
。

・
安
全
就
業
標
語
募
集

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

・
安
全
講
習
会
の
開
催

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

　

水
分
だ
け
で
な
く
塩
分
も
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に

時
間
を
決
め
て
水
分
を
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

睡
眠
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う

睡
眠
環
境
を
整

え
食
生
活
に
も

気
を
つ
け
規
則

正
し
い
生
活
を

送
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

安
全
・
適
正

就
業
委
員
会

事務局からのお知らせ

　安芸高田市内にお住まいで６０歳以上の

方で健康で働く意欲があり、シルバー人材

センターの趣旨を理解し賛同した方。定め

られた会費を納入していただける方。

　理事会の承認を得れば会員として登録さ

れます。


